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研究成果の概要（和文）： 近代ロシア帝国における政治秩序を把握するための、あらたな視角
を得た。それは「専制の風土論」（geopolitical culture of the autocracy）と呼びうる。そ
れが意味するものは、専制権力、領内の自然、臣民の身体の一体性を実現しようとするイデオ
ロギーである。第一次世界大戦期のロシア帝国において、このイデオロギーが追求される過程
を、アーカイヴ史料に基づいて明らかにした。さらに、このイデオロギーが、総力戦という状
況を媒介として、専制権力からボリシェヴィキ政権へと継承されるという展望をも示した。 
 
研究成果の概要（英文）：From this research we found a new perspective for understanding 
the political order of the modern Russian empire. That is “the geopolitical culture of the 
autocracy”. It means an ideology to promote the union of the autocratic power, the nature of 
the territory, and the body of the subjects. Using the archive materials the research made 
clear the process of realization of this ideology in the Russian empire during the First 
World War. Then, the results of the research indicate that this ideology was inherited from 
the autocratic regime to the Bolsheviks under the condition of the total war. 
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１．研究開始当初の背景 
 ソ連崩壊後の研究動向においては、ロシア
帝国に暮らす個々の民族のナショナリズム
のみに焦点があたり、ロシア帝国全体の政治
的一体性については軽視される状況があっ
た。 

他方、公民的ナショナリズムという概念を
用いて、ロシア帝国の一体性を重視する研究
も現れたが、そこでは欧米諸国とロシアとの
共通点のみが強調され、ロシアにおけるナシ
ョナリズムの独自性を明らかにする試みは
きわめて不十分であった。 
 
２．研究の目的 
 ロシア帝国の政治的一体性を把握するた
めの新たな視角を獲得することが、研究の第
一の目的であった。この目的のために、公民
的ナショナリズムという枠組を援用したが、
欧米諸国の展開を単純に当てはめるのでは
なく、具体的な実証の過程で、ロシアにおけ
るナショナリズムの独自性を明らかにして
いくことが、第二の目的であった。 
 
３．研究の方法 
 第一次世界大戦期にロシア帝国において
保養地事業が振興されたことに着目し、「景
観」と「身体」の二点を切り口として、ロシ
ア帝国におけるナショナリズムの実態を解
明することを目指した。 

さらに、研究の過程で、ナショナリズム研
究のためには当該地域の権力の編成原理を
解明することが不可欠であるとの認識を得
た。そこから「権力と景観」「権力と都市」
というあらたな問題設定を追加することと
なった。 
 
４．研究成果 
 ロシア帝国末期の政治空間の一体性を把
握するための、あらたな視角を得た。それは
「専制の風土論」と呼びうるものである
（geopolitical culture of the autocracy）。
それが意味するものは、専制権力、領内の自
然、臣民の身体の一体性を実現しようとする
イデオロギーである。このイデオロギーを実
現するための政治的実践が、第一次世界大戦
期のロシア帝国において明確なかたちをと
りつつあったことが、アーカイヴ史料の分析
を通じて明らかとなった。 
 さらに、このような実践は、総力戦という
状況を媒介として、専制権力からボリシェヴ
ィキ政権へと継承されることとなったので
ある。 
 以上のような認識が得られたことで、帝政

末期からソ連期にかけてのロシア政治史を、
単純に欧米諸国と同様の公民的ネイショ
ン・ビルディングの過程として捉えるのでは
なく、専制権力に起源をもつロシア独自の過
程として捉えることが可能となった。 
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